
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
画素電極および共通電極間に液晶材料を挟持した構造を有する複数の液晶表示画素と、
映像信号を取り込む複数の画素スイッチと、
前記複数の画素スイッチから前記複数の液晶表示画素の画素電極にそれぞれ印加される映
像信号をデジタル形式で保持する複数のメモリ部と、
前記複数のメモリ部を前記複数の液晶表示画素の画素電極にそれぞれ接続し前記複数のメ
モリ部からこれらの画素電極に出力される映像信号の極性を前記共通電極の電位に対して
周期的に反転する複数の接続制御部と、
前記複数の液晶表示画素の画素電極に容量結合して電位設定端子に接続される複数の補助
容量線と、
前記複数の接続制御部が前記複数のメモリ部を前記複数の液晶表示画素にそれぞれ接続す
る間前記複数の補助容量線を前記電位設定端子から電気的に分離してフローティング状態
に維持する分離回路を備えることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
前記複数の液晶表示画素が単一の表示パネル上で略マトリクス状に配置され、前記複数の
補助容量線の各々が前記表示パネル上で対応行の液晶表示画素の画素電極を横切るように
配置されることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
前記分離回路は、前記表示パネル上で前記複数の補助容量線の一端側および他端側の両方
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に配置され前記複数の補助容量線と前記電位設定端子間にそれぞれ接続される複数の補助
容量スイッチを含むことを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
前記分離回路は、前記表示パネル上で前記複数の補助容量線の一端側だけに配置され前記
複数の補助容量線と前記電位設定端子間にそれぞれ接続される複数の補助容量スイッチを
含むことを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
前記分離回路は、前記表示パネル上で前記複数の補助容量線の一端側および他端側に交互
に配置され前記複数の補助容量線と前記電位設定端子間にそれぞれ接続される複数の補助
容量スイッチを含むことを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
前記分離回路は、前記表示パネルの外部に配置され前記複数の補助容量線と前記電位設定
端子間に接続される少なくとも１個の補助容量スイッチを含むことを特徴とする請求項２
に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
前記複数の接続制御部は前記複数の画素スイッチがいずれも映像信号を取り込まないブラ
ンキング期間内に前記複数のメモリ部と前記複数の液晶表示画素の画素電極との接続を切
り換えることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、液晶表示画素が周期的に極性反転される映像信号により駆動される液晶表示装
置に関し、特に液晶表示画素の画素電極に印加される映像信号をデジタル形式で保持しこ
の画素電極に出力するメモリ部を備える液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、液晶表示装置は軽量、薄型、低消費電力という利点を生かして携帯電話や電子ブッ
ク等の小型情報端末のディスプレイとして使用されている。これらの小型情報端末は一般
にバッテリー駆動であるため、消費電力の低減が利用可能時間を長くする上で重要である
。例えば携帯電話では、待受状態の画像表示で消費される電力を極力抑えることが求めら
れている。特開昭５８－２３０９１はこれを実現する方法として映像信号を保持するデジ
タルメモリを表示画素毎に設けた画像表示装置を開示する。この画像表示装置によれば、
例えば待受状態でデジタルメモリから表示画素に出力される映像信号の極性を制御する回
路を除いた周辺駆動回路をサスペンドさせることにより大幅な消費電力の低減を図ること
が可能となる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、最近では携帯電話においてもインターネットやＴＶ電話等のカラー中間調表示
や動画表示が始まっており、高精細化および更なる低消費電力が求められている。この要
求に応えるため、通常のＴＦＴを用いた通常表示モードとデジタルメモリを用いた静止画
表示モードとを各表示画素に設けられるスイッチによって切り換えるように構成された液
晶表示装置が提案されている。しかし、このような液晶表示装置で高精細な画面を得るた
めに１画素あたりの面積を小さくした場合、各表示画素に設けられるデジタルメモリの素
子サイズも小さくする必要が生じ、これがデジタルメモリの駆動能力を制約する。このよ
うな制約を受ける状況では、製造プロセスに依存した素子特性のバラツキに対して十分な
マージンをとることが困難になる。実際に形成されたデジタルメモリの駆動能力が液晶容
量および補助容量を含む表示画素の容量負荷に対して決定された設計値を下回ると、静止
画表示モードでこのデジタルメモリにより誤って駆動される表示画素で点欠陥が発生する
。これは、液晶表示装置の製造において歩留まりを低下させる結果となる。
【０００４】
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本発明の目的は、メモリ部の駆動能力に起因して発生する点欠陥を低減できる液晶表示装
置を提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明によれば、画素電極および共通電極間に液晶材料を挟持した構造を有する複数の液
晶表示画素と、映像信号を取り込む複数の画素スイッチと、複数の画素スイッチから複数
の液晶表示画素の画素電極にそれぞれ印加される映像信号をデジタル形式で保持する複数
のメモリ部と、複数のメモリ部を複数の液晶表示画素の画素電極にそれぞれ接続し複数の
メモリ部からこれらの画素電極に出力される映像信号の極性を共通電極の電位に対して周
期的に反転する複数の接続制御部と、複数の液晶表示画素の画素電極に容量結合して電位
設定端子に接続される複数の補助容量線と、複数の接続制御部が複数のメモリ部を複数の
液晶表示画素にそれぞれ接続する間複数の補助容量線を電位設定端子から電気的に分離し
てフローティング状態に維持する分離回路を備える液晶表示装置が提供される。
【０００６】
この液晶表示装置では、複数の接続制御部が複数のメモリ部をそれぞれ複数の液晶表示画
素に接続する間分離回路が複数の補助容量線を電位設定端子から電気的に分離してフロー
ティング状態に維持する。これにより、メモリ部が映像信号の極性反転に伴って充放電す
べき容量負荷から補助容量線および画素電極間の補助容量を除外できるため、メモリ部の
駆動能力が製造プロセスに依存した素子特性のバラツキにより設計値を下回ることがあっ
ても、メモリ部は保持状態にある映像信号に対応して正しく液晶表示画素を駆動する。従
って、メモリ部の駆動能力に起因して発生する点欠陥を低減することができる。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の一実施形態に係るアクティブマトリクス型液晶表示装置について図面を参
照して説明する。この液晶表示装置は動画を表示可能な通常表示モードの他に例えば静止
画を表示可能な静止画表示モードを持つ携帯端末機器のモニタディスプレイとして用いら
れる。
【０００８】
図１はこのアクティブマトリクス型液晶表示装置の概略的な平面構造を示し、図２はこの
液晶表示装置の画素周辺の等価回路を示す。
【０００９】
この液晶表示装置は、液晶表示パネル１およびこの液晶表示パネル１を制御する液晶コン
トローラ２を備える。液晶表示パネル１は、例えば液晶層ＬＱが光変調層としてアレイ基
板ＡＲおよび対向基板ＣＴ間に保持される構造を有し、液晶コントローラ２は液晶表示パ
ネル１から独立した駆動回路基板上に配置される。
【００１０】
アレイ基板ＡＲは、ガラス基板上においてマトリクス状に配置される複数の画素電極ＰＥ
、複数の画素電極ＰＥの行に沿って形成される複数の走査線Ｙ（Ｙ 1～Ｙ m）、複数の画素
電極ＰＥの列に沿って形成される複数の信号線Ｘ（Ｘ 1～Ｘ n）、信号線Ｘ 1～Ｘ nおよび走
査線Ｙ 1～Ｙ mの交差位置にそれぞれ隣接して配置され各々対応走査線Ｙからの走査信号に
応答して対応信号線Ｘからの映像信号Ｖ pixを取り込み対応画素電極ＰＥに印加する画素
スイッチ１１、各々対応行の画素電極ＰＥを横切って走査線Ｙ 1～Ｙ mと略平行に配置され
る複数の補助容量線１２、複数の補助容量線１２を液晶コントローラ２の電位設定端子Ｐ
Ｖ csから電気的に分離するための分離回路ＳＰ、走査線Ｙ 1～Ｙ mを駆動する走査線駆動回
路３、並びに信号線Ｘ 1～Ｘ nを駆動する信号線駆動回路４を備える。分離回路ＳＰは複数
の補助容量線１２の一端側および他端側の両方に配置され各々対応補助容量線１２の一端
または他端と電位設定端子ＰＶ csとの間に接続される複数の補助容量スイッチ２０を含む
。各画素スイッチ１１および補助容量スイッチ２０は例えばＮチャネルポリシリコン薄膜
トランジスタ (ＴＦＴ )により基板上に一体的に構成され、走査線駆動回路３および信号線
駆動回路４は薄膜トランジスタ１１と同一処理でアレイ基板ＡＲ上に形成される複数のＮ
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チャネルおよびＰチャネルポリシリコン薄膜トランジスタを組み合わせて構成される。
【００１１】
対向基板ＣＴは複数の画素電極ＰＥに対向して配置され液晶コントローラ２の電位設定端
子ＰＶ comに接続される単一の共通電極ＣＥおよび図示しないカラーフィルタ等を含む。
【００１２】
液晶コントローラ２は、例えば外部から供給される映像信号および同期信号を受取り、通
常表示モードで画素映像信号Ｖ pix、垂直走査制御信号ＹＣＴおよび水平走査制御信号Ｘ
ＣＴを発生する。垂直走査制御信号ＹＣＴは例えば垂直スタートパルス、垂直クロック信
号、出力イネーブル信号ＥＮＡＢ等を含み、走査線駆動回路３に供給される。水平走査制
御信号ＸＣＴは水平スタートパルス、水平クロック信号、極性反転信号等を含み、映像信
号Ｖ pixと共に信号線駆動回路４に供給される。
【００１３】
走査線駆動回路３はシフトレジスタおよびバッファ回路等で構成され、画素スイッチ１１
を導通させる走査信号を１垂直走査（フレーム）期間毎に走査線Ｙ 1～Ｙ mに順次供給する
よう垂直走査制御信号ＹＣＴによって制御される。シフトレジスタは１垂直走査期間毎に
供給される垂直スタートパルスを垂直クロック信号に同期してシフトさせることにより複
数の走査線Ｙ 1～Ｙ mのうちの１本を選択し、出力イネーブル信号ＥＮＡＢを参照して選択
走査線に走査信号を出力する。出力イネーブル信号ＥＮＡＢは垂直走査 (フレーム）期間
のうちの有効走査期間において走査信号の出力を許可するために高レベルに維持され、こ
の垂直走査期間から有効走査期間を除いた垂直ブランキング期間で走査信号の出力を禁止
するために低レベルに維持される。
【００１４】
信号線駆動回路４はシフトレジスタおよび複数のアナログスイッチ等で構成され、各走査
線Ｙが走査信号により駆動される１水平走査期間（１Ｈ）において入力される映像信号を
直並列変換してサンプリングしたアナログ映像信号Ｖ pixを信号線Ｘ 1～Ｘ nにそれぞれ供
給するように水平走査制御信号ＸＣＴによって制御される。
【００１５】
尚、図１に示すように、液晶コントローラ２は共通電極ＣＥに設定されるコモン電位Ｖ co
mを電位設定端子ＰＶ comから出力し、補助容量線１２に設定される補助容量線電位Ｖ csを
電位設定端子ＰＶ csから出力する。この補助容量線電位Ｖ csは例えばコモン電位Ｖ comに
等しい値である。コモン電位Ｖ comは通常表示モードにおいて 1水平走査期間（Ｈ）毎に０
Ｖおよび５Ｖの一方から他方にレベル反転され、静止画表示モードにおいて 1フレーム期
間（Ｆ）毎に０Ｖおよび５Ｖの一方から他方にレベル反転される。また、通常表示モード
において、本実施形態のように 1水平走査期間（Ｈ）毎にコモン電位Ｖ comをレベル反転さ
せる代わりに、例えば２Ｈ毎、あるいは 1フレーム期間（Ｆ）毎にコモン電位Ｖ comをレベ
ル反転させても構わない。
【００１６】
極性反転信号はこのコモン電位Ｖ comのレベル反転に同期して信号線駆動回路４に供給さ
れる。これにより、信号線駆動回路４は、通常表示モードにおいては０Ｖから５Ｖの振幅
を持つ映像信号Ｖ pixをコモン電位Ｖ comに対して逆極性となるように極性反転信号に応答
してレベル反転して出力し、静止画表示モードでは静止画用に階調制限した映像信号を出
力した後にその動作を停止する。
【００１７】
この液晶表示パネル１の液晶層ＬＱは、例えば共通電極ＣＥに設定される０Ｖのコモン電
位Ｖ comに対して５Ｖの映像信号Ｖ pixを画素電極ＰＥに印加することにより黒表示を行う
ノーマリホワイトであり、上述したように通常表示モードでは映像信号Ｖ pixおよびコモ
ン電位Ｖ comの電位関係が 1水平走査期間（Ｈ）毎に交互に反転されるＨコモン反転駆動が
採用され、静止画表示モードでは１フレーム毎に交互に反転されるフレーム反転駆動が採
用されている。
表示画面は複数の液晶表示画素ＰＸにより構成される。各液晶表示画素ＰＸは画素電極Ｐ
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Ｅおよび共通電極ＣＥ、並びにこれらの間に挟持された液晶層ＬＱの液晶材料を含む。さ
らに、複数のデジタルメモリ部１３および複数の接続制御部１４が複数の表示画素ＰＸに
対してそれぞれ設けられる。画素電極ＰＥおよび共通電極ＣＥは液晶材料を介して液晶容
量を構成し、信号線Ｘ上の映像信号Ｖ pixを選択的に取り込む画素スイッチ１１および絶
縁膜により一対の金属層を絶縁したＭＩＭ構造の補助容量ＣＳに接続される。この補助容
量ＣＳは例えば補助容量線１２の一部からなる第１電極およびこの第１電極に絶縁膜を介
して対向し画素電極ＰＥに接続される第２電極により構成される。
【００１８】
複数の補助容量スイッチ２０は液晶コントローラ２から供給されるスイッチ制御信号ＳＷ
により制御される。スイッチ制御信号ＳＷは通常表示モードで複数の補助容量線１２を電
位設定端子ＰＶ csに電気的に接続するためにこれら補助容量スイッチ２０を導通させ、静
止画表示モードでこれら補助容量線１２を電位設定端子ＰＶ csから電気的に分離してフロ
ーティング状態にするためにこれら補助容量スイッチ２０を非導通にする。
【００１９】
画素スイッチ１１は走査線Ｙからの走査信号によって駆動されたときに信号線Ｘ上の映像
信号Ｖ pixを取り込み画素電極ＰＥに印加する。補助容量ＣＳは液晶容量に比べて十分大
きな容量値を有し、画素電極ＰＥに印加された映像信号Ｖ pixにより充放電される。補助
容量ＣＳがこの充放電により映像信号Ｖ pixを保持すると、この映像信号Ｖ pixは画素スイ
ッチ１１が非導通となったときに液晶容量ＣＳに保持された電位の変動を補償し、これに
より画素電極ＰＥおよび共通電極ＣＥ間の電位差が維持される。
【００２０】
図２に示すように、各デジタルメモリ部１３はＰチャネルポリシリコン薄膜トランジスタ
Ｑ１，Ｑ３，Ｑ５およびＮチャネルポリシリコン薄膜トランジスタＱ２，Ｑ４を有し、画
素スイッチ１１から画素電極ＰＥに印加された映像信号Ｖ pixを保持する。各接続制御部
１４はＮチャネルポリシリコン薄膜トランジスタＱ６およびＱ７を有し、画素電極ＰＥお
よびデジタルメモリ部１３間の電気的な接続を制御するだけでなくデジタルメモリ部１３
に保持された映像信号の出力極性を制御する極性制御回路を兼ねる。薄膜トランジスタＱ
１，Ｑ２は電源端子Ｖｄｄ（＝５Ｖ）および電源端子Ｖｓｓ（＝０Ｖ）間の電源電圧で動
作する第１相補型インバータＩＮＶ１を構成し、薄膜トランジスタＱ３，Ｑ４は電源端子
Ｖｄｄ，Ｖｓｓ間の電源電圧で動作する第２相補型インバータＩＮＶ２を構成する。相補
型インバータＩＮＶ２の出力端は相補型インバータＩＮＶ１の入力端に接続される、これ
ら相補型インバータＩＮＶ１，ＩＮＶ２により縦列インバータ回路を構成する。相補型イ
ンバータＩＮＶ１の出力端は薄膜トランジスタＱ５を介して相補型インバータＩＮＶ２の
入力端に接続される。ここで、薄膜トランジスタＱ５は縦列インバータ回路の出力を縦列
インバータ回路の入力として帰還するループスイッチを構成する。この薄膜トランジスタ
Ｑ５は例えば走査線Ｙを介して制御され、画素スイッチ１１が走査線Ｙからの走査信号の
立ち上がりにより導通するフレーム期間において導通せず、このフレームの次のフレーム
期間において導通する。これにより、少なくとも画素スイッチ１１が映像信号Ｖ pixを取
り込むまで、薄膜トランジスタＱ５は非導通状態に維持される。
【００２１】
薄膜トランジスタＱ６およびＱ７は静止画表示モードにおいて例えば１フレーム毎に交互
に高レベルに設定される極性制御信号ＰＯＬ１およびＰＯＬ２によりそれぞれ制御される
。薄膜トランジスタＱ６は画素電極ＰＥと相補型インバータＩＮＶ２の入力端並びに薄膜
トランジスタＱ５を介して相補型インバータＩＮＶ１の出力端との間に接続され、薄膜ト
ランジスタＱ７は画素電極ＰＥと相補型インバータＩＮＶ１の入力端並びに相補型インバ
ータＩＮＶ２の出力端との間に接続される。
【００２２】
次に上述の液晶表示装置の動作を説明する。図３に示すように通常表示モードでは、液晶
コントローラ２が極性制御信号ＰＯＬ１およびＰＯＬ２を低レベルに維持する一方で、走
査線駆動回路３が走査信号を１フレーム期間毎に順次複数の走査線Ｙ（Ｙ１からＹｍ）に
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供給する。各走査線Ｙは走査信号により１水平走査期間（１Ｈ）だけ高レベルに維持され
る。信号線駆動回路４は各水平走査期間毎にレベル反転される１行分の映像信号Ｖ pixを
それぞれ複数の信号線Ｘ（Ｘ１～Ｘｎ）に供給する。各表示画素ＰＸの画素スイッチ１１
は対応走査線Ｙからの走査信号により導通し、対応信号線Ｘに供給された映像信号Ｖ pix
を取り込み画素電極ＰＥに印加する。画素スイッチ１１が１水平走査期間後に非導通とな
って、画素電極ＰＥを電気的なフローティング状態にすると、この映像信号Ｖ pixは再び
画素スイッチ１１が導通するまで液晶容量および補助容量１２によって保持される。この
間、表示画素ＰＸは共通電極ＣＥと画素電極ＰＥ間の電位差に対応する光透過率に設定さ
れる。
【００２３】
静止画表示モードに移行する場合には、極性制御信号ＰＯＬ１が最初の１フレーム期間で
ある静止画書込期間で高レベルに、ＰＯＬ２が低レベルに維持され、静止画用の映像信号
Ｖ pixがこのフレーム期間において１水平走査期間毎に信号線Ｘに供給される。これに続
く静止画保持期間では、極性制御信号ＰＯＬ２およびＰＯＬ１がデジタルメモリ部１３の
出力極性を反転させるために１フレーム期間毎に交互に高レベルに設定される。
【００２４】
極性制御信号ＰＯＬ１が上述のように静止画表示モードの静止画書込期間に相当する第１
フレーム期間において高レベルに維持されると、２値の静止画情報に対応する映像信号Ｖ
pixが画素スイッチ１１を介して画素電極ＰＥに印加されると共に、薄膜トランジスタＱ
６を介してデジタルメモリ部１３に供給される。静止画保持期間で例えば極性制御信号Ｐ
ＯＬ１が低レベル、ＰＯＬ２が高レベルになると、この映像信号Ｖ pixは相補型インバー
タＩＮＶ２によってレベル反転され出力映像信号として薄膜トランジスタＱ７を介して画
素電極ＰＥに印加される。ここで、静止画表示モードの静止画書込期間の動作について補
足する。通常表示モードの最後のフレーム期間において、第１行目から第４行目までの表
示画素ＰＸの画素電位ＶＰ１，ＶＰ２，ＶＰ３，ＶＰ４がライン反転駆動で同じ明るさと
なるようにそれぞれ５Ｖ，０Ｖ，５Ｖ，０Ｖに設定されていて、さらに静止画用の映像信
号Ｖ pixが例えば第４走査線Ｙ 4が駆動される水平走査期間だけ５Ｖに設定され、それ以外
で０Ｖに設定されると仮定する。この場合、画素電位ＶＰ１は静止画書込期間において５
Ｖから０Ｖに遷移し、画素電位ＶＰ２は静止画書込期間において０Ｖのまま遷移しない。
他方、画素電位ＶＰ３は５Ｖから０Ｖに遷移し、画素電位ＶＰ４は０Ｖから５Ｖに遷移す
る。
【００２５】
上述した実施形態の液晶表示装置において、複数の接続制御部１４は複数の画素スイッチ
１１がいずれも映像信号を取り込まない垂直ブランキング期間内に複数のデジタルメモリ
部１４と複数の液晶表示画素ＰＸの画素電極ＰＥとの接続を切り換える。分離回路ＳＰは
、これら接続制御部１４が複数のデジタルメモリ部１３をそれぞれ複数の液晶表示画素Ｐ
Ｘの画素電極ＰＥに接続する間複数の補助容量線１２を電位設定端子ＰＶ csから電気的に
分離してフローティング状態に維持する。これにより、デジタルメモリ部１３が映像信号
の極性反転に伴って充放電すべき容量負荷から補助容量ＣＳを除外できるため、デジタル
メモリ部１３の駆動能力が製造プロセスに依存した素子特性のバラツキにより設計値を下
回ることがあっても、デジタルメモリ部１３は保持状態にある映像信号Ｖ pixに対応して
正しく液晶表示画素ＰＸを駆動する。従って、デジタルメモリ部１３の駆動能力に起因し
て発生する点欠陥を低減することができる。
【００２６】
また、図４に簡略化して示すように、複数の補助容量スイッチ２０がアレイ基板ＡＲ上で
複数の補助容量線１２の一端側および他端側の両方に配置され、補助容量線電位Ｖ csに設
定される電位設定端子ＰＶ csとこれら補助容量線１２との間に接続される。ここでは、２
個の補助容量スイッチ２０が１本の補助容量線１２に接続されるｎ個の補助容量ＣＳに割
り当てられている。従って、１個の補助容量スイッチ２０が１個の補助容量ＣＳに割り当
てられる場合よりも大幅に素子数を低減でき、これによりアレイ基板ＡＲ上の有効表示面
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積を低下させずに低消費電力化を図ることができる。
【００２７】
尚、本発明は上述の実施形態に限定されず、その要旨を逸脱しない範囲で様々に変形可能
である。
【００２８】
図４に示す補助容量スイッチ２０の配置は例えば図５から図９に示すように変形してもよ
い。
【００２９】
図５に示す変形例では、複数の補助容量スイッチ２０がアレイ基板ＡＲ上で複数の補助容
量線１２の一端側および他端側に交互に配置される。これら補助容量スイッチ２０の半分
は奇数本目の補助容量線１２の一端と電位設定端子ＰＶ csとの間に接続され、これら補助
容量スイッチ２０の残り半分は偶数本目の補助容量線１２の他端と電位設定端子ＰＶ csと
の間に接続される。図６に示す変形例では、複数の補助容量スイッチ２０がアレイ基板Ａ
Ｒ上で複数の補助容量線１２の一端側にだけ配置される。全部の補助容量スイッチ２０は
これら補助容量線１２の一端と電位設定端子ＰＶ csとの間に接続され、これら補助容量線
１２の他端は互いに接続される。図７に示す変形例では、２個の補助容量スイッチ２０が
アレイ基板ＡＲの外部に配置される。一方の補助容量スイッチ２０は複数の補助容量線１
２の一端と固定電源端子ＶＦとの間に接続され、他方の補助容量スイッチ２０はこれら補
助容量線１２の他端と固定電源端子ＶＦとの間に接続される。図８に示す変形例では、単
一の補助容量スイッチ２０がアレイ基板ＡＲの外部に配置される。この補助容量スイッチ
２０は複数の補助容量線１２の一端と電位設定端子ＰＶ csとの間に接続され、これら補助
容量線１２の他端は互いに接続される。図９に示す変形例では、図８に示す変形例と同様
に単一の補助容量スイッチ２０がアレイ基板ＡＲの外部に配置される。この補助容量スイ
ッチ２０は複数の補助容量線１２の一端および他端と電位設定端子ＰＶ csとの間に接続さ
れる。これら図５から図９に示す変形例でも、上述の実施形態と同様に、１個の補助容量
スイッチ２０が１個の補助容量ＣＳに割り当てられる場合よりも大幅に素子数を低減でき
、これによりアレイ基板ＡＲ上の有効表示面積を低下させずに低消費電力化を図ることが
できる。
【００３０】
【発明の効果】
以上のように本発明によれば、メモリ部の駆動能力に起因して発生する点欠陥を低減でき
る液晶表示装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態に係るアクティブマトリクス型液晶表示装置の概略的な平面
構造を示す図である。
【図２】図１に示す液晶表示装置の画素周辺の等価回路を示す図である。
【図３】図２に示す画素周辺の等価回路の動作を示すタイムチャートである。
【図４】図１に示す補助容量スイッチの配置を簡略化して示す図である。
【図５】図４に示す補助容量スイッチの配置の第１変形例を示す図である。
【図６】図４に示す補助容量スイッチの配置の第２変形例を示す図である。
【図７】図４に示す補助容量スイッチの配置の第３変形例を示す図である。
【図８】図４に示す補助容量スイッチの配置の第４変形例を示す図である。
【図９】図４に示す補助容量スイッチの配置の第５変形例を示す図である。
【符号の説明】
１１…画素スイッチ
１２…補助容量線
１３…デジタルメモリ部
１４…接続制御部
ＳＰ…分離回路
ＡＲ…アレイ基板
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ＣＴ…対向基板
ＣＳ…補助容量
ＬＱ…液晶層
ＰＸ…液晶表示画素

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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